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1. 背景と目的 

近年，急速な IT 化に伴い，IT 人材の不足が深

刻化している．経済産業省が発表した DX レポー

トでは，2025年には IT人材の不足が約 43万人に

なると推測されており，「2025 年の崖」と問題

視されている[1]．  

このような状況を解決するために，IT 人材の

育成に力を入れている企業もある．しかし，経

験豊富なベテラン社員のノウハウを若手社員に

短時間で継承することが難しいという問題があ

る．原因として，若手社員とベテラン社員の知

識や経験の差によってどのような思考の差があ

るのか明らかではないため，どのようなノウハ

ウを継承すべきかわからないことが考えられる．

そのため，ベテラン社員のノウハウの継承のた

めに，若手社員とベテラン社員の属人的な特徴

を分析することで，若手社員とベテラン社員の

思考の差を明らかにすることが求められる． 

本研究の目的は，IT 人材育成支援をすること

である．そのために，システム開発の進め方で

各人の思考・判断に着目し分析し，若手社員と

ベテラン社員の思考の差を明らかにする． 

2．関連研究 

 経済産業省は ITスキル標準という ITスキルの

指標を公表している[2]．この指標では，スキル

のレベルを業務経験や実務能力によって定義し

ている．しかし，若手社員とベテラン社員の思

考の差異については言及されていない． 

各人の思考・判断に着目した研究として，山

口らのプログラミング・パズルの解答プロセス

に着目した研究がある[3]．学生を対象とし，取

捨選択・並べ替え型パズルの並び替え操作に限

って時間的な共起分析をし，結果として問題作

成者および教師に対して学習者の具体的な迷い

を提示する手法として有効だと示した．しかし，

学生を対象としたものであり，調査した範囲で

は本研究で対象とする社会人の IT 人材の思考・

判断に着目した研究は見当たらなかった． 

 

 

 

 

 

3．課題と解決アプローチ 

関連研究から，本研究の課題を 2つ設定する． 

1つ目の課題は，IT人材育成支援のために，ど

のような思考を対象に差異や特徴を分析すべき

か明らかではないことである．この課題の解決

アプローチとして，システム開発における思考

を対象とし，差異や特徴を分析する．本研究で

はシステム開発の手法としてアジャイル開発手

法のスクラム[4]を扱う．スクラムではプロダク

トバックログを管理し，それに基づいて開発を

進める．プロダクトバックログは，プロダクト

オーナー（以下，PO）が管理する．そのため，

本研究ではプロダクトバックログの優先度決め

において，各人の思考・判断に着目し差異や特

徴を分析する．また，ベテラン社員を PO 経験者，

若手社員を PO未経験者とする． 

2 つ目の課題は，若手社員とベテラン社員の思

考の差異や特徴をどのように調査・分析するの

か明らかではないことである．この課題の解決

アプローチとして，並び替え型パズルであるジ

グソー・テキストを利用して問題を作成し，社

会人の IT 人材を対象として並び替え操作や解答

データを収集・分析する．ジグソー・テキスト

とは,ランダムに並んだ文(ピース)を適切と考え

る順序に並べ替える Webアプリケーションである

[5]．本研究ではスクラムにおけるプロダクトバ

ックログの優先度を決める並び替え問題を作成

し，社会人の IT 人材を対象として並び替え操作

や解答データを収集・分析する． 

4．予備実験 

 プロダクトバックログの優先度決めにおいて，

PO 経験者と PO 未経験者の差異を調査するための

予備実験を実施する． 

4.1 実施手順 

対象者は，A 社の PO 経験者 3 名と PO 未経験者

31 名の計 34 名とする．実験では，プロダクトバ

ックログの優先度を決める並び替え問題を 1問出

題した．問題では，プロダクトゴールとプロダ

クトバックログを提示し，条件に沿うように優

先順位を決めてもらう．図 1は出題した問題で提

示した問題文とプロダクトゴール，プロダクト

バックログの一覧である． 
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図 1 プロダクトゴールとプロダクトバックログ 

4.2 実験結果・考察 

 全対象者の操作時間と操作回数に着目したと

ころ，操作回数では特に傾向は見られなかった

が，PO 経験者の方が操作時間が短い傾向が見ら

れた．また，PO 経験者と PO 未経験者の平均値を

比較すると，PO 経験者の方が操作時間が短かっ

た．このことから，PO 経験者はプロダクトバッ

クログの優先度を短時間で決定していることが

わかった．PO 経験者は自身の知識や経験から，

優先度決めの際の方針や観点が定まっているた

め，優先度決めにかかる時間が短いと考えられ

る．並び替え操作では PO経験者と PO未経験者で

共通する差異・特徴は特に見られなかった． 

5．本実験 

 グループでプロダクトバックログの優先度を

決める並び替え問題に取り組むことで，PO 未経

験者の思考や問題の解答時間などに変化が見ら

れるのか調査することを目的とした本実験につ

いて説明する． 

5.1 実施手順 

 本実験の対象者は，A 社の PO 経験者 1 名と PO

未経験者 3名の計 4名とする．本実験では，対象

者に以下の内容に取り組んでもらう． 

1. 事前課題として，個人でプロダクトバック

ログの並び替え問題 1問と解答時の思考を調

査するアンケートに取り組む 

2. グループで議論しながらプロダクトバック

ログの並び替え問題 1 問に解答する約 90 分

のワークショップ（以下，WS）に取り組む 

3. 事後課題として，対象者に個人でプロダク

トバックログの並び替え問題 1問と解答時の

思考を調査するアンケートに取り組む 

事前課題，WS，事後課題で出題するプロダク

トバックログの優先度を決める並び替え問題は

同じものである． 

 

 

5.2 実験結果・考察 

WS では，プロダクトバックログについて消費

者と管理者どちらに向けた機能なのか，必須と

利便性を高めるオプションどちらの機能なのか

という観点から検討し，優先度が高いと考えら

れる上位群と優先度が低いと考えられる下位群

の組み合わせで 4象限に分類して優先度決めをす

るという議論の様子が確認できた．PO 経験者の

発言は少なかったが，優先度を決める際の方針

や観点に関する発言をしていた．一方，事前課

題と事後課題の解答結果を比較すると，対象者

全 4 人のうち，3 人で操作時間が減少した．事後

課題の解答結果では，優先度が高いピースとし

て WS 中に上位群と分類したピースを，優先度が

低いピースとして下位群と分類したピースを並

べるという傾向が全対象者で見られた．これら

の結果から，WS を通じて PO 経験者の優先度決め

の際の方針や観点が PO 未経験者にも共有され，

プロダクトバックログの優先度決めにかかる時

間が減少したと考えられる． 

6．まとめ 

 本研究では，IT 人材育成支援をすることを目

的とした．そのために，社会人の IT 人材にプロ

ダクトバックログの優先度を決める並び替え問

題を出題し，並び替え操作や解答データを収

集・分析した結果，PO 経験の有無による差異が

見られた．今後は 2 回目の本実験を実施し，1 回

目の結果と比較・分析する． 
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